
                          

 

 

10
月
９
日
、
春
日
部
市
議
会
東

武
春
日
部
駅
利
便
性
向
上
促
進
議

員
連
盟
（
会
長
は
山
崎
進
議
員
、

全
議
員
が
加
盟
）
が
、
連
続
立
体

交
差
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

勉
強
会
を
行
い
、
鉄
道
高
架
担
当

部
長
が
説
明
し
ま
し
た
。 

 

春
日
部
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
は
、
内
谷
陸
橋
か
ら
、
伊
勢
崎

線
は
古
隅
田
川
ま
で
（
１
・
６
㎞
）、

野
田
線
は
八
木
崎
駅
ま
で
（
１
・
９

㎞
）
を
高
架
化
す
る
も
の
で
す
。 

 

施
行
期
間
は
、
今
年
11
月
か
ら

２
０
３
２
年
３
月
末
ま
で
の
予
定

で
す
。
今
年
３
月
に
都
市
計
画
決
定

が
行
わ
れ
、
現
在
、
国
に
対
し
て
都

市
計
画
事
業
認
可
の
申
請
中
（
11 

月
に
認
可
さ
れ
る
予
定
）
で
す
。
ま

た
、
用
地
買
収
の
た
め
の
測
量
も
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

来
年
２
月
に
、
事
業
主
体
の
埼
玉

県
と
東
武
鉄
道
と
で
施
行
協
定
を

締
結
し
、
４
月
か
ら
用
地
買
収
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。 

 

事
業
認
可
さ
れ
る
と
、
買
収
予

定
地
と
借
地
予
定
地
に
は
原
則
と

し
て
新
た
な
建
物
は
建
築
で
き
な

く
な
り
ま
す
。 

 

工
事
に
伴
っ
て
、
現
在
の
改
札

や
跨
線
橋
の
撤
去
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

仮
設
東
西
自
由
通
路
（
地
下
道
お

よ
び
地
下
改
札
）
を
早
急
に
設
置

す
べ
き
、
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。 
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９
月
17
日
、
並
木
と
し
え
議

員
は
、
９
月
定
例
市
議
会
で
①

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ

へ
で
も
」
行
け
る
公
共
交
通
の

充
実

②
子
ど
も
の
遊
び
と
生

活
を
保
障
す
る
学
童
保
育
へ
ー

支
援
員
不
足
の
解
消
を
、
の
２

点
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

春
日
部
市
は
か
つ
て
、
都
内

な
ど
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
数
を
占
め
る
東
京
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
し
た
が
、
今
で
は

高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
、
現

役
を
退
い
た
後
の
人
生
を
過
ご

す
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
方
も

増
え
、
買
い
物
、
通
院
、
行
事

へ
の
参
加
な
ど
に
、
公
共
交
通

の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
新
た
に
運
行
さ

れ
た
、
春
バ
ス
の
「
豊
春
駅
・

内
牧
・
北
春
日
部
駅
ル
ー
ト
」

は
、
１
日
平
均
19
人
、
「
赤
沼
・

武
里
駅
ル
ー
ト
」
は
22
人
。
あ

ま
り
に
利
用
が
少
な
く
、
市
民

要
望
と
春
バ
ス
の
運
行
が
か
み

あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
民
が
「
い
つ
で
も
、
誰
で

も
、
ど
こ
へ
で
も
」
行
き
た
い

と
こ
ろ
に
行
け
る
、
活
気
あ
る

街
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
と

ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
話
し
合

い
、
要
望
に
沿
っ
た
改
善
・
充

実
を
求
め
ま
し
た
。

都
市
整
備
部
長
は
「
春
バ
ス

は
民
間
バ
ス
路
線
が
運
行
で
き

な
い
地
域
を
補
完
す
る
も
の
。

第
４
次
計
画
策
定
に
向
け
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
駅

を
拠
点
と
し
て
、
民
間
交
通
と

連
携
し
、
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
の
整
備
を
進
め
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

８
月
２
日
付
で
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
父
母
会
連
絡
会
か
ら

「
抗
議
文
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
『
４
月
に
ト
ラ
イ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
、

常
勤
支
援
員
は
過
去
最
悪
の
欠

員
状
態
が
続
い
て
お
り
、
複
数

の
児
童
が
骨
折
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
全

と
支
援
員
の
健
康
維
持
が
懸
念

さ
れ
る
。
市
は
、
欠
員
状
態
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
常
勤
支
援

員
の
配
置
状
況
を
公
表
し
、
早

急
な
対
策
を
』
と
、
求
め
た
も

の
で
す
。

抗
議
文
に
対
す
る
見
解
と
対

応
、
常
勤
支
援
員
の
配
置
状
況

を
質
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
未
来
部
長
は
「
真
摯

に
受
け
止
め
、
改
善
が
必
要
な

場
合
に
は
、
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
」
「
改
め
て
、
実

態
把
握
に
勤
め
て
い
る
。
子
ど

も
の
安
全
最
優
先
で
、
仕
様
書

に
近
づ
く
よ
う
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
常
勤
支
援
員
の

定
義
が
基
本
協
定
書
に
な
い
」

「
社
協
と
民
間
は
形
態
が
異
な

る
」
「
常
勤
の
と
ら
え
方
が
ち

が
う
」
な
ど
と
、
支
援
員
資
格

が
あ
れ
ば
パ
ー
ト
契
約
で
あ
っ

て
も
常
勤
支
援
員
と
い
う
考
え

方
を
示
し
ま
し
た
。
民
間
株
式

会
社
に
丸
投
げ
す
る
運
営
の
問

題
点
が
明
か
に
な
り
ま
し
た
。

２０１９年１０月２０日（日） 日本共産党発行 週刊 第２２９８号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

10/20(日) 春日部内科クリニック（内科系）備後東1-22-32 電話738-6161 グレース家庭医療クリ
ニック（小児科系）大衾610-10電話718-0107 五百木整形外科（外科系）中央5-5-19電話736-9977

10/22(祝) 春日部厚生クリニック（内科系)下蛭田125-1 電話754-4313 おかだこどもの森クリ
ニック（小児科系）藤塚1225電話745-7722 山崎整形(外科系) 牛島1681-3電話763-5011

春
バ
ス
は
市
民
要
望

に
沿
っ
た
改
善
を

常
勤
支
援
員
は

仕
様
書
通
り
に
配
置
を

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」

行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け
る
公
共
交
通
に

並木としえ議員一般質問


